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認すごもす楼島噴火潟真

新火口の噴煙

1. 10月26日12時 40分過ぎ、

く姻の高さ約 309米，南西 300米の地鮎か ら撮彰〉

2. 10月初日 13時 32分頃

(南西 200米の地貼から撮影〉

3. 10月初日正午過ぎ

左の白煙は南岳火口，右は新火口

(槙島有村部落より望む〉

4. 10月28日9時 20分

〈鍋山との鞍部から撮彰〉

5. 10月28日午後

山麓まで、畑の堤が績いてゐる

6. 10月 28日午後

新火口 から出る畑の堤

〈鹿児島測候所報告附固) (其の め



間二iJ楼島噴火 潟異

新火口 と Pll[-煙

7. 新火口上部

(11月12日撮彰〉

8. 新火日中部

10. 10月30日16時

く有村から撮彰〉

11. 10月 31日16時

噴出の初期く有村から撮影〉

9. 新火口下部 12. 新火口の山麓と

鍋山と の鞍部に於ける噴気‘
〈鹿児島測候所報告附圃〉 く其の わ



おす13楼島噴火お民

噴出物 ・崩壊物と被 害

10.落石群

14. 落石群

16. 鹿児島に向ひ来る

火山茨(11月 3日〉

17. 新火口 の下方谷間に於ける噴出物

〈白く堆積してえる部分)

15. 落 石群 18. 黒柿上方・の山火事跡，芭肢の燃え跡

(鹿児島測候所報告附闘) (其のめ



器官J13楼島噴火 Z3 真

1. 大隅半島脇登村附近から見た槙島

頂上の南岳火口から白煙があがってゐる，右側斜面上部

の新火口から噴気はあがってゐたい

前方海岸に沿うて庚〈護達してゐるのは大正熔岩流である

〈昭和 14年 11月 16目立 時 45分撮影〉

2. ~河山

臼欣火山の形があちはれてゐる，同火山右側斜

面から手前に大正噴火の火口が二三見える

(昭和 14年 11月 13日 15時 30分頃新火口

下方か ら撮彰〉

3. 大正熔岩地帯

有村 ・「戸柱の鼻J問

〈昭和I14年 11月 16・日撮彰〉

〈本 多 彪 報 告 附 園 ) (其の 1)



4. 新火口内壁下部

上部は熔岩居と火山友砂傑唐との互暦，

下部は火口底附近の火山友砂唐， ζ の雨

岩層の境界部左方に白色噴気があがヲて

ゐる

く昭和 14年 11月 13R 15時撮影〉

511311楼島|噴火務員

5. 南岳火口底

火口底1'C.7Jc溜りが見え，向側と手前の

火口内壁から白色噴気があがってゐる

〈昭和 14年 11月15日13時40分撮影〉

く本多彪報告附闘〉 く其のめ

6. 新火口附近念斜面上の落石

く昭和 14年 11月 13日 14時撮影〕



認すA3楼島噴火潟 異

← 1. 新火 IJ上方の噴気のある岩壁は持

蹄形奮爆裂火口上部内壁，そ の右下方

に新火口があ る 噴出物等は ζの附近

から右下方のAに向って山の斜面を流

下L.， Aから右方に折れた

(昭和昨日月南岳三角知東)
方海抜391米の地鮎か ら撮影ノ

←2. 新火口の外観

〈阿部報 告 附圃〉く其の 1)

3. 新火口の内部



I311212楼 島噴火局員

抽 出 岩 片 と 山 林 の 被 害

生新熔岩と 奮 熔 岩

左端は新熔岩，中央と右端は奮熔岩，中央は南

岳頂上の露頭岩片，右端は新火口内壁の熔岩片

5. 濯木林中の抽出落下岩片

岩片が火山友砂地の山の斜面に埋ま

ってゐる，木は「ゃしゃぶしJである

6. 掲出岩片に切られた松の木

ポールの左に切られた松の木の株

があり ，右に切りとられて斜下方に

向って倒れ?と部分が見えてゐる

7. 山林の被害 (1) & 山林の被害 (2) 

(阿部報告附闘) (其のめ



ー

昭和 8年 2月阿蘇火山の活動可其の 1)

1. 昭和8年 2月11日正午第 1火口 B孔の噴煙

f第 1火口南西壁上のお¥

2. 昭和8年 2月24日16時 30分頃

の策2火口爆設の瞬間
¥みくじ箱附近から撮影ノ

3. 昭和8年 2月24日16時 33分頃の第2

火口爆設の瞬間

熔岩塊が打上げられてゐる.附近に貼々白

〈見えるのは落下した熔岩塊で、ある.左手に

見える木柵は昭和 6年 11月 聖上陛下が御

野立遊ばされた御所で熔岩のため破壊されて

ゐる

〈策 2火 U西プjタト輪山か ら濃嚢の晴間に撮影〉

(策2火口西方外輪山か)
ら濃霧の晴聞に撮彰

4. 2月25日22時 20分策 2火口 の爆護夜

景

火口上がノぐツト 明るくなってゐる.右側に

落下した赤熱熔岩が見える

く山上神社南脇の高地から撮彰〉

(熊本測候所報告附園〉



昭和 8年 2月阿蘇火山の活動 (其のわ

5. 火口綾上の被害

左側は甘酒茶屋の焼跡

事 1火口 事 2火口

7. 策 1，策 2雨火口 の噴煙

策 1火口 は黒煙，策 2火口は白煙

(2月27日13時山上本堂北から撮影〉

事 2火口 集 1火口
↓ ↓  

6. 事 1，第2雨火口の噴煙

第 1火口は黒煙，焦 2火口は白煙

(~ 月 27 日 8 時蕎登山道馬の背越避難所

から撮彰〉

8. 事 2火口の爆護夜景

前方タト輪山上に赤熱熔岩が鮪在してゐる

(2月 27日 22時 22分頃山上神社南脇

高地から撮彰〉

〈熊本測候所報告附闇〉



昭和 8年 2月阿蘇火山の活動 (其の 3)

事 1火口

9. 停 1，第 2雨火口の爆護夜景

(3月1日1時 50分山上本堂附近から撮影〉

10. 紫 1，禁2雨火口の爆愛夜景

白 (3月1日1時 50分頃山上

本堂附近から撮影〉

第 1火口
↓ 

第 2火口
↓ 

11. 第 1，貧富2雨火口 の噴煙

阿蘇火山
観測所

↓ 

く3月2日10時阿蘇火山観測所裏の

勝、道上から撮彰〉

集 1火口 集 2火n
よ ↓

12. 策 1，策2雨火口の噴煙

(3月2日10時 20分古坊中から撮影〉

〈熊本 測 候所報告闘〉



昭和 8年 2月阿蘇火山の活動 (其の 4)

第 1火口 事 2火口
i 

13. 第 1，集2雨火口 の噴煙

集 1火口は白煙，策2火口は黒煙

(3月2日山上神枇南脇高地か ら撮彰〉

策 2火口

14. 策 1.第 2雨火 口の噴煙

第 1火 口は黒煙，策 2火口は白煙

(3月2日14.時策3火口壁上から撮彰〉

〈熊本測候所報 告 附園〉



昭和 8年 2月阿蘇火山の活動 (共のの

15. 爆議終熔

16. 爆護終惚後の第 2火仁1(昭和 8年 5月 22日撮彰〉

(熊本測候所報 告 附聞〉



昭和 8年 2月阿蘇火山の活動 (其の 6)

17. 第 2火口地出の熔岩塊 (2月26日撮影〉

18. 館 2火口弛出の熔岩塊「メL昭八J 19. 策 2火口抽出の熔岩塊「卒昭八J

20. 勢・2火口抱出の熔岩塊「砂千里石J 21. 焦 2火口抱出の熔岩塊「ヘルメツトJ帽石

(熊本構候所報 告 附岡〉

~ 



昭和 14年 4月草津白根山噴火の潟真(其の 1)

メ "" ~"" "':'
会勾キ'ブム、二 .百
二・-・・ 4 ‘句円、
FごJ・...... ~ン山.噌 .

1.主噴火 口湯釜の全景[北々東壁〈篤農 2のx)より南々西に向けて撮る〕

(昭和 14年 8月 15円寓)

2.湯釜北隅より南々東に向け7J，釜

との闘係を篤す (8月 15EI寓〉

4.湯釜東壁上より南々西に

火口内 を望む(7月20円〉

3.湯釜北西壁より西南西に空釜

弓池を望むく8月15日篤〉

5.湯釜南々西隅 より北々東に

火口底を望む (7月 20日〉

(久保報告附聞〉



昭和 14年 4月草津白根山噴火の潟異 (其の 2)

6.湯釜南々西壁よ り火口底東側を

望む(昭和 14年 7月 20日〉

8.湯釜東壁より 西南西に撮る

く8月 15日〉

10.水釜周園の積雲上の積友

く7月 20日〉

7.湯釜北東壁より南々西に火n成

を望む 8月 15日〉

9. 7JC釜東タト壁斜面上の積i-tJ定
く7月 20日〉

11.湯釜南東 1粁，入道津西端の友を

被った残雲く8月 15日〉

く久保報告附闘〕



昭和 14年浅間山噴火の潟異(其の 1)

1.火山弾で出来た大小の

穴を望む

3. 高さ 10米周圏 10米重量

概算]，700噸儀の大熔岩

5.嘘璃質熔岩の横に

寄りLてゐ るもの

2.黒球勝理主璃質の熔岩が

縦に割れてゐる

4.嘘璃質大火山弾が花形に

割れてゐる

6.浅間山北東方最高所の噴気

孔 (0印)(8月18日撮彰〉

(松 井 報 4告 附聞〉



昭和 14年浅間山噴火の.m真 (其の 2〉

7.浅間山火円底

・ 赤色沸騰部。凹部責補色硫黄比澱部

く8月 18日撮影〉

9.浅間火口底を西方よ り北東に望む

7j~溜様な部分

白〈見える個所は全部硫黄で、ある

8.浅間山噴火口氏北側より 西方を

望む く10月 15日影撮〉

10.火一口!哀を東方より望む

(10月 15日撮影〉

11.西側火口底よ り約 50米

上壁亀裂個所ーよ り責褐色

硫黄流下 COF:!J)

〈松井報 竹 附闘〉



蔵王山潟異(其の 1)

1.御釜 爆・裂火口湖《昭和114年 9月四日寓〉

A 気泡登生個所 B 噴気，1L C 五色岳 D 濁川河口瀬の上部

火口原の7J¥:は砂磯唐のJ聞を穆透してよ り小爆布と なって現はれ濁川を、形成す

J F 

3.五 色 岳 の南市く9月 12日寓j

A 大黒爆裂火口の側壁，砂磁の成層明瞭なり

B 五色岳の山頂 C 御釜爆裂火口

D 濁川火口瀬の上部 E 砂磁居を透して*の

F 熊野岳 流出する蹴態 ，

(植野報告附園〉

2， 

御 釜内の気 j包

(8月 17日〕



蔵 主 lり潟真 (其の 。2)

4 濁川火口瀬(昭和 1臼3ギれ9月 12日篤

J広主 温泉湧出の復活せる新閥温泉

B 新しく温泉湧同し，湯気盛んに昇る

C 火口内の7J"が砂際居を惨透 L/J、漂布と なって現段れ濁川に入る

(9 月下旬の新聞紙に工れば新聞温痕附近 1'< 瓦斯の蜘I:l:\ ~く 小鳥野兎め鎚死せるものあ 、り〉

(植野報 告 附 固〉


